
二
六
九
〇

第
二
十
三
章

開
発

第
二
十
三
・
一
条

一
般
規
定

１

締
約
国
は
、
開
発
を
支
援
す
る
た
め
の
福
祉
の
向
上
、
貧
困
の
削
減
、
生
活
水
準
の
向
上
及
び
新
た
な
雇
用
機
会
の
創
出

を
目
指
す
開
か
れ
た
貿
易
及
び
投
資
の
環
境
を
促
進
し
、
及
び
強
化
す
る
と
い
う
約
束
を
確
認
す
る
。

２

締
約
国
は
、
包
摂
的
な
経
済
成
長
を
促
進
す
る
上
で
の
開
発
の
重
要
性
並
び
に
貿
易
及
び
投
資
が
経
済
開
発
及
び
繁
栄
に

寄
与
す
る
上
で
果
た
し
得
る
有
用
な
役
割
を
認
識
す
る
。
包
摂
的
な
経
済
成
長
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
及
び
産
業
の
拡
大
、
雇
用

の
創
出
並
び
に
貧
困
の
軽
減
を
通
じ
た
経
済
成
長
の
利
益
の
よ
り
幅
広
い
配
分
を
含
む
。

３

締
約
国
は
、
地
域
的
な
経
済
統
合
を
促
進
す
る
と
い
う
こ
の
協
定
の
目
的
の
達
成
に
経
済
成
長
及
び
開
発
が
寄
与
す
る
こ

と
を
認
識
す
る
。

４

締
約
国
は
、
ま
た
、
貿
易
、
投
資
及
び
開
発
に
関
す
る
政
策
の
国
内
に
お
け
る
効
果
的
な
調
整
が
持
続
可
能
な
経
済
成
長

に
寄
与
し
得
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

５

締
約
国
は
、
締
約
国
間
の
開
発
に
係
る
共
同
活
動
が
持
続
可
能
な
開
発
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
努
力
を
強
化
す
る
可

能
性
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
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６

締
約
国
は
、
ま
た
、
第
二
十
一
章
（
協
力
及
び
能
力
開
発
）
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
活
動
が
開
発
に
係
る
共
同
活

動
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

第
二
十
三
・
二
条

開
発
の
促
進

１

締
約
国
は
、
開
発
政
策
（
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
機
会
を
自
国
の
国
民
が
最
大
限
に
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
政
策
を
含
む
。
）
の
実
施
に
お
け
る
各
締
約
国
の
指
導
的
役
割
の
重
要
性
を
認
識
す
る
。

２

締
約
国
は
、
こ
の
協
定
が
締
約
国
間
の
経
済
開
発
の
水
準
の
相
違
を
考
慮
に
入
れ
た
態
様
（
各
国
の
開
発
目
標
の
達
成
を

支
援
し
、
及
び
可
能
に
す
る
規
定
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

３

締
約
国
は
、
更
に
、
透
明
性
、
良
い
統
治
及
び
説
明
責
任
が
開
発
政
策
の
実
効
性
に
寄
与
す
る
こ
と
を
認
め
る
。

第
二
十
三
・
三
条

幅
広
い
基
盤
を
有
す
る
経
済
成
長

１

締
約
国
は
、
幅
広
い
基
盤
を
有
す
る
経
済
成
長
が
貧
困
を
削
減
し
、
基
礎
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
的
な
提
供
を
可
能
に

し
、
並
び
に
人
々
が
健
康
的
及
び
生
産
的
な
生
活
を
す
る
機
会
を
拡
大
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

２

締
約
国
は
、
幅
広
い
基
盤
を
有
す
る
経
済
成
長
が
平
和
、
安
定
、
民
主
的
な
諸
制
度
、
魅
力
的
な
投
資
の
機
会
並
び
に
地

域
及
び
地
球
的
規
模
の
課
題
に
対
処
す
る
上
で
の
実
効
性
を
増
進
す
る
こ
と
を
認
め
る
。



二
六
九
二

３

締
約
国
は
、
ま
た
、
幅
広
い
基
盤
を
有
す
る
経
済
成
長
を
生
み
出
し
、
及
び
持
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
公
的
機
関
を
効
果

的
か
つ
効
率
的
に
運
営
し
、
公
共
の
基
盤
、
福
祉
、
保
健
及
び
教
育
の
制
度
に
投
資
し
、
起
業
家
精
神
を
育
成
し
、
並
び
に

経
済
的
機
会
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
助
長
す
る
こ
と
に
つ
き
、
自
国
の
政
府
が
持
続
的
に
、
か
つ
、
高
い
レ
ベ
ル
で
約
束
す
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
。

４

締
約
国
は
、
特
に
持
続
可
能
な
開
発
及
び
貧
困
の
削
減
に
寄
与
す
る
た
め
、
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
貿
易
及
び

投
資
の
機
会
を
利
用
す
る
政
策
を
通
じ
、
幅
広
い
基
盤
を
有
す
る
経
済
成
長
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
政
策
に

は
、
ぜ
い
弱
な
地
域
又
は
住
民
及
び
中
小
企
業
の
た
め
の
貿
易
環
境
の
改
善
及
び
資
金
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
を
目
的
と
し

た
市
場
に
基
礎
を
置
く
取
組
の
促
進
に
関
す
る
も
の
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
・
四
条

女
性
及
び
経
済
成
長

１

締
約
国
は
、
自
国
の
領
域
に
お
け
る
労
働
者
及
び
事
業
経
営
者
を
含
む
女
性
に
よ
る
国
内
経
済
及
び
世
界
経
済
へ
の
参
加

の
機
会
の
増
大
が
経
済
開
発
に
寄
与
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
締
約
国
は
、
更
に
、
こ
の
よ
う
な
参
加
を
奨
励
す
る
計
画
を
立

案
し
、
実
施
し
、
及
び
強
化
す
る
に
当
た
り
、
締
約
国
の
多
様
な
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
の
利
益
を
認
め
る
。

２

こ
の
た
め
、
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
機
会
に
十
分
に
ア
ク
セ
ス
し
、
当
該
機
会
か
ら
十
分
に
利
益
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を
得
る
た
め
の
労
働
者
及
び
事
業
経
営
者
を
含
む
女
性
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
協
力
活
動
を
行
う
こ
と

を
検
討
す
る
。
当
該
協
力
活
動
に
は
、
助
言
又
は
訓
練
の
提
供
（
職
員
の
交
流
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
並
び
に
情
報
及
び

経
験
の
交
換
で
あ
っ
て
、
次
の
事
項
に
関
す
る
も
の
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

女
性
が
技
能
及
び
能
力
を
向
上
さ
せ
、
並
び
に
市
場
、
技
術
及
び
融
資
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
支
援
す

(a)
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
計
画

指
導
的
地
位
に
あ
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展

(b)

職
場
で
の
柔
軟
性
に
関
す
る
最
良
の
慣
行
の
特
定

(c)

第
二
十
三
・
五
条

教
育
、
科
学
技
術
、
研
究
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

１

締
約
国
は
、
教
育
、
科
学
技
術
、
研
究
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
及
び
発
展
が
成
長
の
加
速
、
競
争
力
の
向
上
、
雇

用
の
創
出
並
び
に
締
約
国
間
の
貿
易
及
び
投
資
の
拡
大
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
得
る
こ
と
を
認
め
る
。

２

締
約
国
は
、
更
に
、
教
育
、
科
学
技
術
、
研
究
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
連
す
る
政
策
が
、
こ
の
協
定
か
ら
生
ず
る
利

益
を
締
約
国
が
最
大
に
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
締
約
国
は
、
当
該
利
益
を
更
に
増
大

さ
せ
る
た
め
、
こ
の
協
定
か
ら
生
ず
る
貿
易
及
び
投
資
の
機
会
を
考
慮
に
入
れ
た
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け
る
政
策
の
策
定
を
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奨
励
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
政
策
に
は
、
民
間
部
門
と
共
に
行
う
自
発
的
活
動
（
関
連
す
る
専
門
知
識
及
び
経
営
上
の

技
能
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
並
び
に
企
業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
競
争
力
の
あ
る
製
品
及
び
新
規
の
事
業
に
転
換
す
る
能
力
を

強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
自
発
的
活
動
を
含
む
。
）
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
・
六
条

開
発
に
係
る
共
同
活
動

１

締
約
国
は
、
こ
の
協
定
か
ら
生
ず
る
開
発
上
の
利
益
の
最
大
化
を
促
進
す
る
た
め
の
締
約
国
間
の
共
同
活
動
が
、
適
当
な

場
合
に
は
二
国
間
の
協
力
者
、
民
間
企
業
、
学
術
機
関
及
び
非
政
府
機
関
と
の
協
力
等
を
通
じ
、
各
国
の
開
発
戦
略
を
強
化

し
得
る
こ
と
を
認
め
る
。

２

二
以
上
の
締
約
国
は
、
相
互
に
合
意
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
協
定
か
ら
生
ず
る
利
益
が
各
締
約
国
の
開
発
目
標
を
よ
り
効

果
的
に
推
進
す
る
よ
う
、
関
係
す
る
政
府
、
民
間
及
び
多
数
国
間
の
機
関
の
間
の
共
同
活
動
の
円
滑
化
に
努
め
る
。
当
該
共

同
活
動
に
は
、
次
の
こ
と
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

締
約
国
の
開
発
援
助
及
び
開
発
融
資
の
計
画
と
各
国
の
開
発
上
の
優
先
事
項
と
の
調
整
を
適
当
な
場
合
に
は
促
進
す
る

(a)
た
め
、
締
約
国
間
で
討
議
す
る
こ
と
。

科
学
技
術
の
革
新
的
な
利
用
を
助
長
し
、
開
発
を
促
進
し
、
及
び
能
力
を
形
成
す
る
た
め
の
科
学
、
技
術
及
び
研
究
へ

(b)
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の
関
与
を
拡
大
す
る
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
。

開
発
目
標
を
支
援
す
る
た
め
の
政
府
機
関
と
の
協
力
事
業
に
中
小
企
業
を
含
む
民
間
企
業
が
そ
の
専
門
知
識
及
び
資
源

(c)
を
も
た
ら
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
公
的
部
門
と
民
間
部
門
と
の
連
携
を
円
滑
に
す
る
こ
と
。

民
間
部
門
（
慈
善
団
体
及
び
企
業
を
含
む
。
）
及
び
非
政
府
機
関
を
開
発
を
支
援
す
る
活
動
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
。

(d)

第
二
十
三
・
七
条

開
発
に
関
す
る
小
委
員
会

１

締
約
国
は
、
こ
こ
に
各
締
約
国
の
政
府
の
代
表
者
か
ら
成
る
開
発
に
関
す
る
小
委
員
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
開
発

小
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

２

開
発
小
委
員
会
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

こ
の
協
定
か
ら
最
大
限
可
能
な
利
益
を
引
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
内
政
策
の
作
成
及
び
実
施
に
関
す
る
締
約
国

(a)
の
経
験
に
つ
い
て
の
情
報
の
交
換
を
円
滑
に
す
る
こ
と
。

前
条
（
開
発
に
係
る
共
同
活
動
）
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
開
発
に
係
る
共
同
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
締
約
国

(b)
の
経
験
及
び
教
訓
に
つ
い
て
の
情
報
の
交
換
を
円
滑
に
す
る
こ
と
。

貿
易
及
び
投
資
に
関
連
す
る
開
発
政
策
を
支
援
す
る
将
来
の
開
発
に
係
る
共
同
活
動
に
つ
い
て
の
提
案
を
討
議
す
る
こ

(c)
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と
。適

当
な
場
合
に
は
、
開
発
に
係
る
共
同
活
動
の
発
展
及
び
実
施
を
支
援
す
る
た
め
、
国
際
的
な
援
助
機
関
、
民
間
部
門

(d)
の
団
体
、
非
政
府
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
を
招
請
す
る
こ
と
。

こ
の
協
定
か
ら
生
ず
る
開
発
上
の
利
益
を
最
大
に
す
る
た
め
、
締
約
国
が
決
定
す
る
そ
の
他
の
任
務
を
遂
行
す
る
こ

(e)
と
。こ

の
章
の
規
定
に
よ
り
こ
の
協
定
か
ら
生
ず
る
開
発
上
の
利
益
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
を
検
討
す
る
た

(f)
め
、
こ
の
章
の
規
定
の
実
施
及
び
運
用
に
関
連
す
る
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
。

３

開
発
小
委
員
会
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
会
合
し
、
そ
の
後
は
必
要
に
応
じ
て
会
合
す
る
。

４

開
発
小
委
員
会
は
、
そ
の
任
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
他
の
小
委
員
会
、
作
業
部

会
そ
の
他
の
補
助
機
関
と
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
・
八
条

他
の
章
と
の
関
係

こ
の
章
の
規
定
と
こ
の
協
定
の
他
の
章
の
規
定
と
が
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
抵
触
の
限
り
に
お
い
て
、
当
該
他
の
章
の

規
定
が
優
先
す
る
。
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第
二
十
三
・
九
条

紛
争
解
決
の
不
適
用

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
こ
の
章
の
規
定
の
下
で
生
ず
る
事
項
に
つ
い
て
、
第
二
十
八
章
（
紛
争
解
決
）
の
規
定
に
よ
る
紛
争

解
決
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
。


